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〇 学生に期待すること                事務課長 吉田 育夫 

先月行われた富良野高校の進学ガイダンスで、当校のブースを訪れた生徒に私は、看

護師は大変やりがいのある職業であると同時に想像以上に厳しい職業であること。その

厳しい職業に耐えうる看護師を養成するための学校である以上、厳しい学業が待ってい

ることを伝えました。学生の皆さんはこの学校で学生として学ぶ日が重なるほど身をも

ってこの厳しさを実感していることと思います。でも、その重圧を見事なまでに跳ね返

し、学業や体育大会等の諸行事、それに仲間との交流など精一杯学生生活を謳歌してい

る姿には、感動すら覚えます。学生の皆さんには、この学校で学んだこと、楽しんだこ

と、時には悔しさで涙を流したこと、そして何よりも信頼できる仲間に出会えたことの

全てを糧に、すばらしい看護師になっていただくことを期待しております。 

 

『富良野演劇工場「歸国」を鑑賞して』 ・・・ 7／15（木）第 1 学年全員が当工場の

厚意もあり鑑賞しました。感想文の一部抜粋（趣旨を生かし校正）を連載で紹介しています。 

□  一番印象に残っているのは植物人間状態となった聖霊の妹さんの場面です。・・

少女は妹さんとの約束を果たすために人口呼吸器のスイッチを切ってしまいま

す。・・最後には幽霊となった妹さんの声が聞こえて、ありがとうと言っていまし

た。（略）私が介護の仕事をしていた時にＴ氏は、「もう死んでしまいたい」と多く

口にするようになり、私はできるだけ話をするように心がけました。楽しそうに話

をしている間は死にたいという言葉は出てきません。今回の演劇を見て、人の死を

深く考えることができました。心に病を抱えた人の心に寄り添い、支えとなること

が出来るように勉学や様々な経験を積んでいきたいと思いました。（1 年Ｋ・Ｋ） 

□ 客席と舞台がとても近くに感じられ、何とも言えない空間で濃厚な時間を過ごす

ことができた。常に、胸が高まるというか、時に苦しくて悲しくて涙腺がゆるんで

涙がこぼれて手で拭っていた。（略）最後に現在の物の豊かさについて問われてい

た。物やいろんな情報が飛び交う現在。その中で生きる私たちの幸せって・・。昔

とは違って何かが薄れているように思われる。人とのつながり？物への価値観？大

切さ？いろんな意味で語りかけられているように思った。・・小さな事にも喜びを

感じて生きたい。たとえば自分の敷布団のカバーを替えて寝てみて「気持ちいいな」

とか。当たり前の事を当たり前と思わず日々過ごしていきたい。（1 年Ｔ・Ｙ） 



・・・ ・・・ １２／１～１／１８の間の行事・動向（含予定） 

□ １２／１（水） 富良野看護専学校一般・社会人入学試験願書受付開始（～12／22） 

□ １２／１１（土）3 年生国家試験模擬試験（了） 

□ １２／１６（木）富良野看護専門学校創立記念日 

□ １２／１７（金）3 年生実習終了 1 年生クラスカンファレンス  国家試験受付締切 

□ １２／２１（火）3 年生国家試験模擬試験 3 年生冬期休業（～１／２３） 

□ 1２／２４（金）1・2 年冬期休業（１／21） 

□ 2011．１／１８（火）１９（水）富良野看護専門学校一般・社会人入学試験 

 

         耳よりヘルシー HEALTHY トピックス  

「自分をさらけ出すと心が楽に」   香山リカ「ひとつ言わせて」から抜粋 

哲学者の土屋賢二氏は、エッセイの中で自分の失敗やミス（全て実話）を山のよう

に記す。周りから尊敬されなくなるのではというようなドジなことまで開けっぴろげ

げにしなくてもよいと思う。本人は「そもそも尊敬されるような人間じゃないし、身

構えて偉い人に見せるストレスの方がずっと大変」と笑う。精神的な苦しみを訴える

人の大部分は「自分はこうあらねば」とのイメージに縛られている。たまに思いっき

り自分をさらけ出すことがストレスからの解放につながるかも。（道新Ｈ22.12．27） 

 

      †††  あ・ん・て・な  ANTENNA  ††† 

「看護師のよさや可能性をＰＲ！」～富良野東中学校のキャリア教育に出席 

 １０月 2６日（火）午後、富良野東中学校（本田哲嗣校長）第１学年生徒 96 名のキ 

ャリア教育（進路指導）の授業に本校から学校長、教務・事務両課長がお伺いし、「看 

護師という職業のよさや可能性」などについて説明させていただきました。生徒の皆さ 

んは大変熱心に参加してくれ、特に、スライドを使って行った本校北澤課長のより具体 

的な話には興味・関心を高めた様子で、改めて市立の看護専門学校について考えるよい 

機会になったようでした。貴重な機会を頂き、東中学校の皆様ありがとうございました。 

ささやき  Ｓ＆Ｔ ・・・ 学生の、教員の、みんなの声 

Ｓ：３週間の実習が終了しました。初めて患者さんを受け持ち技術を提供することは緊

張しました。3 週間の実習はあっという間でしたが、学校では学べないこともたくさ

ん得ることができ、次回の実習に生かしていきたいです。（「実習を終えて」1 年ＹＴ） 

Ｓ：今年も１ヶ月を切りました。テストや国試対策、技術練習と大変忙しい日々を送っ

ていますが、もう少しで冬休み‼ 楽しみはすぐそこまで来ているので乗り越えまし

ょう。みんな fight‼（「冬休みを前に」2 年 *´E ` *） 

Ｔ：季節は１２月の師走に入り、学内も少しずつ慌ただしい雰囲気になってきました。

「師」だけでなく「学生」も冬休みに向けて、講義や試験・実習と全力疾走で頑張っ

ております。全員が無事に冬休みを迎えられることを願うばかりです。（関根  恵） 


